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出典：2026年3月期有価証券報告書

● 有力作品の企画・製作・調達

● 全国規模の映画配給

● テレビ、Web、劇場を使った宣伝

● TOHOシネマズによる映画興行

● 飲食、パンフレット、劇場物販

● 映画関連商品の販売

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05040/17fc77e0/c86d/4b53/b30c/7e311dbdbc45/S100Y5O3.pdf


主な配給作品



PL

CF

出典：マネックス証券



セグメント業績

出典：マネックス証券



出典：ユニジャパン

邦画ブームの要因

● 映画公開前にファンが形成
されている

● シネコンが需要を増幅でき
る

● 映画館がイベントの場に
なった

● SNSがヒットを集中させる
● 邦画の接触機会が洋画を

上回った
● 構造変化と当たり年は区別

する必要がある

https://www.unijapan.org/reference/statistics.html


出典：会社四季報オンライン

https://shikiho.toyokeizai.net/news/0/830824


出典：興行通信社

https://www.kogyotsushin.com/archives/alltime/


アニメ産業規模
約3.8兆円

（国内：1.7兆円、海外2.1兆円）

市場規模

国内映画興行
約2,700億円

動画配信
テレビ放映
Blu-ray
玩具・フィギュア
アパレル・雑貨
ゲーム
出版・音楽
イベント・展示
テーマ施設
企業コラボ
海外ライセンス



「ちいかわ」の座組み

役割 担当

原作・脚本 ナガノ

原作IP ナガノ側

製作幹事 QTORY inc.

アニメーション制作 サイピク〔CygamesPictures〕

監督 及川啓

配給 東宝

興行 TOHOシネマズを含む全国の映画館

映画の著作権表示 ナガノ／2026「映画ちいかわ」製作委員会



出典：中期経営計画2028

https://www.toho.co.jp/assets/pdf/company/%E4%B8%AD%E6%9C%9F%E7%B5%8C%E5%96%B6%E8%A8%88%E7%94%BB2028.pdf
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出典：中期経営計画2028
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東宝の投資上の魅力
東宝の強みと成長戦略

01
国内市場での
盤石な地位

配給・興行・宣伝網の統合に
より、邦画・アニメヒット時の
収益を最大化できる。この独
自のエコシステムは他社の
模倣が困難である。

02
安定した収益基盤
と積極投資

不動産事業で得た安定収益
を背景に、アニメ、IP、海外
展開への長期的な成長投資
を継続可能。純粋な制作会
社にはない財務的強みがあ
る。

03
明確な成長戦略

国内成長の限界を見据え、
中期計画で投資額や海外売
上目標を数値化。スローガ
ンに留まらない具体的な実
行計画を持つ。

04
事業間の相乗効果
（シナジー）

自社で創出したIPを、グルー
プ内の配給・興行網で直接
最大化できる。制作から展
開まで自社完結できる体制
が強み。

05
海外市場の拡大

アニメ海外市場が急成長
（2024年2.1兆円、前年比
26%増）する中、自社で海
外流通網を構築し、さらなる
成長余地を取り込む合理性
が高い。



主なリスク
事業展開および投資計画における不確実性

12-1
ヒット依存の
不確実性

足元の高業績は複数ヒット
作に支えられている可能性
があり、毎年の安定した成
功は不確実である点に留意
が必要。

12-2
投資効率の
低下懸念

700億円・200タイトル供給
計画は、制作量増が長期IP
創出に直結せず、資源分散
による投資効率低下リスクを
孕む。

12-3
競合存在と
後発分野

海外配信・IP・商品化領域に
は東映アニメ、ソニー、
KADOKAWA、バンナム等
の強敵が存在し、東宝はこ
れら分野で後発。

12-4
海外M&Aの
真のシナジー

売上は増えるが、のれん償
却、統合費用、現地人材維
持や、自社IP成長に繋がる
真のシナジー効果を精査す
べき段階にある。

12-5
高期待の裏返し
による株価調整

PER30倍の株価には成長期
待が織り込まれており、短期
的な減益、買収負担、作品
不振の際には調整のリスク
がある。


